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暴力・暴言の根絶に向けて
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背景

・スポーツにおける体罰、暴力、暴言、ハラスメントが社会問題化し、
JFAとしても様々な取り組みを行ってきているが、裁定・規律事案は減少せず、
暴力根絶相談窓口への通報件数も、2018年度は120件/年間に達している現状
がある。

・指導者による子ども達に対する暴力・暴言が後をたたない。なかでも4種年代
の問題が顕在化しており、子ども達が安全に、安心してサッカーを楽しめていな
い環境が残っている現状がある。

・登録者数が減少している中、サッカーと良い出会いをして、新たなサッカー
ファミリーを迎えること、また、暴力・暴言等により、登録している選手たちが
サッカーファミリーから離脱していくことを防ぐための対策が急務となっている。

・だれもが目的やレベルに合わせてサッカー・スポーツに親しむことで、
スポーツの楽しさ、達成感や充実感、生きがいを感じられる環境を整備
する必要がある。
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これまでの取り組み

・サッカーの指導現場における暴力根絶の宣言（2013/5/16)

・暴力根絶相談窓口の設置（2013/6/24）
・指導者養成講習会での啓発・予防活動
・選手のためのハンドブック発行
・リスペクト・フェアプレーキャンペーン
・ウェルフェアオフィサー制度の開始
・指導者に関する規則の改定

-ライセンス再審査開始
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課題

・懲罰規定において、暴力・暴言に関する規定が明文化されておらず、発生した
事案ごとの対応となっており、JFAとしての根絶の意思が明確に伝わっていない。

・これまで様々な啓発活動は実施してきたが、現状を踏まえ、より踏み込んだ
「指導・教育」を施す必要性が出てきている。

・懲罰を科すこと、ライセンス再審査による指導のみならず、実質的な再発予防・
啓発活動を、日常的に指導者とコミュニケーションできる環境を創出して、取り組
む必要性がある。

対策 啓発
厳罰・指導・教育

つながり創出
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今後の取組み

［厳罰］
 JFA規約・規定の見直し 「指導に関連した懲罰基準」の制定

［教育］
指導者ライセンス資格再審査における指導の「厳重化」
－ライセンスの降級・停止・失効等に加え、47FAと連携し、必要な指導を実施する。
・定期的な研修の受講（自費参加）、定期的なレポートの提出
・社会奉仕活動の義務付け 他

ーコンプライアンス研修・セーフガード研修の受講義務化（ライセンス更新講習として）
・Eラーニングでのコンテンツ制作進行中。
・セーフガード研修→FAコンテンツを参考に構築予定

－指導者メンターの配置（技術担当者の専任化と連動して）
・指導者目線でのコミュニケーション （指導者保護、資質向上のため）
・指導者とのface to face ミーティング、チーム巡回によるつながりの創出
（話をしたい、聞いてもらいたい指導者とのコミュニケーション）

［啓発・プロモーション］
 JFAとしての意思表示
ーサッカーファミリー安全保護宣言（仮称）を発信 子どもの安全・安心確保の観点で
ー日本ユニセフ協会との共同発信 「子どもの権利とスポーツの原則」への賛同
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サッカーファミリー安全保護宣言 ※詳細別紙ご参照

子どもたちが、安全・安心に、サッカーができる環境を整備します。

1．サッカーにおける暴力・暴言を根絶します。 裁定・規律・技術・RF・審判委員会

2．子どもたちをハラスメントから守ります。RF・技術委員会等

3．子どもたちの健康を守ります。医学・技術委員会

4．良い指導者の養成と有資格者指導者を適切に配置します。技術・女子委員会

5．暑熱環境下等でのサッカー環境を改善します。競技会・医学委員会

6．年齢・性別・障がい・人種に関係なく、サッカーを楽しめる環境を整備します。
RF・技術委員会等
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賛同することで、依頼される協力

・（日本ユニセフ協会の）印刷物や特設ホームページ
等での団体名の紹介/ロゴマークの掲載の許可。

・賛同団体ホームページで、本原則の紹介と同特設
ホームページをリンク。https://childinsport.jp/

・本原則特設ホームページで、賛同団体における、ス
ポーツと人権に関わる既存の取り組み（子どもも対象
になるもの）を紹介。

・本原則特設ホームページで、一般の方が子どもとス
ポーツの問題で相談または通報できる賛同団体の窓
口の紹介

※賛同には会費等の費用は一切発生いたしません。

賛同することで、期待できる効果

・ユニセフによる、JFA関連事業の発信
－リスペクトプロジェクト、社会貢献活動 等

・サッカー界外へのアウトリーチの可能性が広がる。
－サッカー界の取り組みの認知度UP

－サッカー界の子どもの安心・安全への信頼高める
－より広くサッカー界の意思を表明する

https://childinsport.jp/


Thank you.


